
 

宿題って、やらなくてはいけないの？ 
はい。学校から出た宿題は、必ずやってください。宿題をやることで、子

どもが理解していないところがわかり、授業の予習や復習にもつながりま

す。また、宿題は、家庭での大切な勉強の時間となります。 

 

勉強がわかりません。どうしたらいい？ 
まず、担任の先生に相談してください。また、語学相談員や通訳のできる

知人に頼んで、学校へ一緒に聞きに行ってもいいです。しかし、子どもに

通訳を頼んではいけません。大人同士が話す内容を通訳することは、子ど

もにとってとても難しいことです。また、子どもが正しく通訳できている

かどうかは、先生も保護者もわかりません。 

学校生活で困った時に、どうすればよいのか、学校に相談しておきましょ

う。 

日本では、どうやって成績がつくの？                  
小学校では、テストの点数だけで、成績は決まりません。授業へ参加する

態度や勉強に取り組む姿勢、宿題などの提出物を出しているかどうか、毎

日の姿勢が評価されて、成績が決まります。 

 

入学する前にひらがなの勉強はしておいた方がいい？               
小学校に入ると、ひらがなを勉強します。でも、ひらがなができるように

なってから教科学習が始まるわけではありません。ひらがなを勉強しなが

ら、同時にいろいろな授業の中で、日本語で書かれた教科書を読み、日本

語でノートを書いていきます。読み書きを繰り返すことで、ひらがなが使

えるようになります。 

ひらがなの読み書きに時間がかかると、授業の内容が理解できなくなくな

ることもあります。不安な人は入学する前にひらがなの読み書きの練習を

しておいてもいいですね。 
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国 際 ファミリーのための 

   

学ぶ楽しさを大切に 

お子さんは今、どんな夢をもっていますか？ 

 

子どもたちの夢は無限大に広がっています。小学校に入って勉強が始ま

り、自分の得意なことや苦手なこと、そして社会の仕組みが分かってく

ると、思い描く夢も具体的になってきます。国際ファミリーだからこそ、   

日本人にはない可能性や選択肢もでてきます。

たくさんのことを学んで、たくさんの知識を得

ることで、夢の可能性も広がります。「分からな

いことが分かるようになるとうれしい」「もっと

知りたい」、それが「学ぶ楽しさ」です。楽しい

学びは、きっと人生を豊かにしてくれます。 

 

 

イラスト：森田賢吾 

「日本語を話すこと」と 

「日本語で勉強すること」 
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